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研究成果の概要（和文）：この研究開発の目的は語学修得に有効な多読を教育機関で取り入れやすくすることである。
以前は，学生が授業時間外に本当に読んだかどうかを確認するのが大変だという理由で，多読教育法は普及しなかった
．その解決案としてMoodleプラグイン又はそれにアクセスできない場合は新しく開発したブラウザベースのmreader.or
g上で，学生が読んだ本に関する小テストを受け，内容が理解できたかを簡単に確認できるようになった．
　その結果，今では35ヶ国の400校で約9万人の学生が当ソフトを利用している．小テストの数もこの科研費の3年間中3
000から5300に増え，小テストの質，学生の好き嫌いを分析する方法も開発した．

研究成果の概要（英文）：This research and development project focused on encouraging the Extensive 
Reading approach to language learning by making it easier for schools to implement it. Previously, the 
burden of checking whether students had actually read books outside of class was a high barrier to 
adopting this approach. MoodleReader, and the newly developed standalone version, Mreader.org, requires 
students to take a short quiz with randomized questions to prove that they understood the main points of 
their book. The Moodle plug-in version restricted use to those who had access to Moodle, which is why the 
new browser-based version was created.
 Although users in Japan form the highest percentage, the software is now in use in 35 countries, in 400 
schools and with currently over 90,000 registered students. The number of quizzes has grown from 3000 to 
5300 during the period of this grant. We have implemented a system for checking the quality of the 
quizzes and analyzed the students' likes and dislikes.
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１．研究開始当初の背景 
（1）Moodle プラグインモジュールについて	

前科研費	(21520606)の補助を得て，学生

が本当に読んだかどうかを教員が簡単に確

認できる Moodle プラグインモジュールを開

発した．学生は本を読んだ後 10 設問の小テ

スト（設問バンクからランダムに出される）

を受け，それに合格すれば，その本の語数と

本の表紙が学生の個人ページに記載される．

(Figure	1).	

小テストの数は京都産業大学の教員が作

成した当初の 300 から，他校の教員や出版社

の協力を得て，科研費の終了時には 3000 ま

で増えた．	

		

Figure 1 
	

（2）リーダーモジュールの問題点	

Moodle プラグインを利用できるのは	

①	 Moodle の学習支援システムがすでに導

入されている学校と、②	 システム管理者の

協力を得てそのモジュールがインストール

できた学校で，利用者は限られていた．その

問 題 を 解 決 す る 為 ， 公 共 の サ イ ト

MoodleReader.org	を設立し，Moodle プラグ

インを利用したい教員は誰でも利用できる

ようにした．その結果，利用機関は 100 校以

上に増えた．だが，この方法ではそれ以上の

普及は難しいことが判明した．最大の問題は

サポートの要求が膨大になってきたことだ．

そのサイトを利用する教員は Moodle に詳し

くなく，その複雑なインターフェイスが理解

できずにサポートを必要とする場合が多い

からだ．	

	

	

２．研究の目的 
	

(1)インターフェイスを教員が使いやすいよ

うに改善する．	

(2)	a.クレーデッド・リーダー（外国語修得

者用）とユース・リーダー（母国語の子供用）

の違いを調べ，それがいかに多読に影響する

かを研究する．	

			b.多読が，学生の文脈から次に何が来る

かを予測能する能力の育成に効果があるか

を研究する.	

			c.どんなジャンルの本がどんな学生に好

まれるかを調査する．	

(3)既存の小テストの分析をし，新しい小テ

ストの作成も行う．	

(4)このサイトのさらなる普及のため，論文

を出したり，学会での発表・ワークショップ

の開催に努める．	

	

	

３．研究の方法 
７名の研究員が上記の１つまたは複数の

研究課題を担当した．今回の研究は統計的に

多読の有効性を実証するというより，システ

ムを利用しやすくすることと，学生がどのよ

うな本をどう評価するかについての様々な

要因の分析を試みることに重点を置いた．	

	

	

４．研究成果	

（1）	インターフェイスを使いやすくす

る為の工夫	--	Mreader.org	サイトの設

立	

上述の問題を解決する為に Moodle に関する

知識がなくても利用できるように，moodle か

ら切り離して，公共のウェブサイトを設立す

ることを目標に開発を進め，2013 年３月に一

般公開することができた．Moodle プラグイン

の問題点の教訓から，サイトのデザインは極

めてシンプルで誰でも使えるよう配慮した．

例えば教員・クラス・学生の登録やサイトの

初期設定はその教育機関の一人の責任者が

全ての責任を担うようにした．その責任者に

は Mreader 本部の補助がなくても，独自でサ

イトを設立できるよう，文書上で説明するだ

けでなくグラフィックやビデオなどを提供

した．その結果，殆どのユーザーはアクセス

コードが与えられると独自でその機関に必

要なセッティングができるようになった．又，

教員のクラス管理をするのに必要なコント

ロール機能を最小限にし，使いやすくした．	

	

・Mreader.org の特徴	

①Leaderboards	

サイトのトップページにはリーダーボー

ドがあり，10 レベルごとに最多語数を読んだ

学生の名前が所属機関名と共に，その前月，

３ヶ月，１年，２年ごとの累計で表示される.	

	

②Facebook	

１万，５万，１０万，５０万などの一定の

目標が達成できた学生は自らのフェイスブ

ックにその結果を記載できる．	



 

 

	

③Interim	Goals	 (中間目標)	

学期末に学生がまとめ読みするのを防止

すべく，各学校がその学期制度に応じて，中

間目標を設定できるようした．	

	

（2）学生の利用法の研究	

・データの分析について	

①小テスト後のアンケート（Post-quiz	

questions）	

学生のフィードバック（アンケートの解

答）は現在約 1,300,000 件に達し，まだ全て

の分析結果の公表には至っていないが予備

分析の結果から次の事が判明した．決められ

たレベルの本しか読めなかった学生の方が，

自由にどのレベルの本でも読めた学生より，

満足度が高く，辞書を引いた回数も多かった．

おそらく，後者は読んだ本が難しく，分から

ない単語が多過ぎて，辞書を引ききれなかっ

たのであろう．学生から高い評価を得た本の

リストは複数の学会で公表している．	

	

②テキスト分析	

加野(2015)はグレーデッド・リーダーとユ

ーズ・リーダーから 30 万語づつ引き出し，

その違いを分析した．その結果判明したのは，

1）ユーズ・リーダーは最下の 1000 語レベル

に出てくる単語の使用率がグレーデッド・リ

ーダーに比べて少なく，2）受動態や複雑な

構文が使われている頻度が高く，3）基礎的

語彙の if,	even,	been,	around がより頻度

に様々な用法で使用されており，4）人物や

状況描写の表現が多い．その違いが，どう多

読に影響すあるかについては，学生の読解力

に大きく影響するものではなく，フィードバ

ックも良かったので，ユース・リーダーは外

国語修得者向けでないという理由で導入に

躊躇している教員にも薦められる．	

目的 2bについては試験的な実験を行った．

リーダーのページの最後まで読ませ，次のペ

ージの最初に来る語は何かを予測させ，その

正解率と被験者の既読語数との関係を計測

するというものであった.しかしながら，実

験の結果，この計測には不特定な要素が多く，

決定的な結論が見いだせるような実験の方

法論の確立にはいたらなかった．今後の検討

課題である．	

	

（3）	設問の分析と小テストの増加	

Mreader には各本の小テスト結果を分析す

る機能が組み込まれている．研究分析担当の

Eric	Hagley 氏が率いるテスト設問分析チー

ムはその分析に基づき設問改善を行った．	

新しい小テストの追加については，教員や

出版社が提供したものをサーバーに常にア

ップロードしている．現在その数は約 5400

冊数に達している．	

	

（4）	サイトを普及する為の手段	

①教員トレーニング	

下記の表から分かるように，教員トレーニ

ングの為の発表・ワークショップは日本を含

む，韓国，カタール，UAE,バーレーン，ベト

ナム，カンボジア等，多くの国で，頻繁に行

われた．そのお陰で今ではユーザーが９万人

近くまで増えた．	

	

 
国別の利用者数	 （2014年１月１日から）  

 
Country Users 
Japan 57525 
United Arab Emirates 10250 
Taiwan 5189 
Union of South Africa 4353 
Vietnam 3504 
Oman 3077 
Korea 2079 
United States 1571 
Qatar 1526 
Turkey 1144 
Mexico 659 
Netherlands 466 
New Zealand 380 
Singapore 282 
Thailand 250 
Afganistan 228 
Australia 216 
Great Britain 138 
Italy 125 
Spain 117 
Kuwait 83 
Khazakstan 54 
Brunei 41 
Germany 30 
Canada 20 
Iran 18 
Nepal 18 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



 

 

		

1ヶ月のアクセス記録（2015年 11月） 
 

②ユーザーサポート	

Mreader 本部の助けを得なくても各学校の

責任者がサイトの運営・管理ができるよう，

種々のビデオを作成した．その数例を挙げる．	

Creating	a	new	school	site.	

http://screencast-o-matic.com/watch/cIn

ihTVlFl	

Using	Excel	for	uploading	students	

http://screencast-o-matic.com/watch/con

XcfekEh	

Mreader	data	input.	

https://screencast-o-matic.com/watch/c2

jVilnKqs	

Making	a	quiz.	

https://screencast-o-matic.com/watch/cI

hqItVufZ	
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